
業
」
に
沿
っ
た
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
の
整
備

と
組
織
作
り
は
。

②
児
童
虐
待
防
止
な
ど
子
ど
も
の
安

全
の
為
に
も
児
童
の
相
談
窓
口
の
一

本
化
を
図
る
た
め
「
こ
ど
も
課
」
の

新
設
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
考
え

は
。

総
務
部
長

(1)
①
従
来
か
ら
給
与
改
定

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
を
尊
重

し
、
国
家
公
務
員
の
取
り
扱
い
に
準

じ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
公
務
員

の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

市
長

②
平
成
23
年
か
ら
24
年
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
た
め
に
今
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

頭
の
や
わ
ら
か
い
若
手
の
職
員
の
知

恵
、
ア
イ
デ
ア
等
が
必
要
で
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ

と
も
検
討
に
値
す
る
と
考
え
る
。

総
務
部
長

③
相
手
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

非
常
に
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
意
見

と
し
て
承
っ
て
内
部
で
協
議
し
た
い
。

教
育
長

(2)
①
学
校
内
に
お
け
る
不
審

者
侵
入
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
今
、

教
職
員
の
見
回
り
の
強
化
な
ど
を
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
の

施
策
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
整

備
が
進
む
こ
と
は
歓
迎
す
る
こ
と
で

あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
状
況

を
注
意
し
て
い
き
た
い
。

市
長
　
②
こ
れ
ま
で
関
係
す
る
課
が
連
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厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

も
、
一
年
で
も
早
く
完
了
で
き
る
よ

う
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

幾
つ
か
の
公
共
事
業
の
中
で
、
優
先

順
位
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
。
区
域
の
縮
小

は
、
認
可
区
域
決
定
を
も
と
に
終
末

処
理
場
等
の
施
設
規
模
を
決
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
施
設
の
過
大
投
資
と

な
り
困
難
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

低
学
年
補
助
員
に
つ
い
て
。

田
中
守
議
員

(1)
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
準
用
財
政
再
建
団
体
（
赤
字
再
建

団
体
）
回
避
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
夏
「
人
事
院
勧
告
」
で
国
家
公
務

員
の
基
本
給
一
律
５
％
程
度
引
き
下

げ
る
と
の
考
え
、
当
市
の
取
り
組
み

は
。

②
財
政
再
建
に
向
け
て
若
手
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
考
え
は
。

③
組
合
と
の
交
渉
内
容
を
そ
の
都
度

議
会
に
報
告
す
る
な
ど
ル
ー
ル
化
の

考
え
は
。

(2)
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、「
人
の
目
に
よ
る
学
校
の

安
全
確
保
」
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の

国
の
「
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事

携
を
と
り
、
相
談
業
務
担
当
者
会
議

や
児
童
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協

議
会
な
ど
を
組
織
し
て
い
る
。
将
来

「
こ
ど
も
課
」
の
設
置
を
視
野
に
入

れ
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
充
実
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て
。

永
石
議
員

(1)
都
市
整
備
行
政
に
つ
い

て
17
年
度
よ
り
河
川
整
備
の
基
本
方

針
、
整
備
計
画
を
す
る
と
の
こ
と
だ

が
水
を
溜
め
る
為
の
堰
の
整
備
、
荒

瀬
〜
河
口
迄
の
魚
道
、
沖
田
寿
古
地

区
及
び
河
口
の
土
砂
堆
積
の
除
去
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
土
砂
の
搬

出
先
は
現
在
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
海
上
自
衛
隊
地
先
埋
立
に
利
用
出

来
な
い
か
。

(2)
農
林
水
産
行
政
に
つ
い
て

大
村
湾
を
昆
布
の
森
に
と
い
う
話

が
持
ち
上
が
り
３
年
前
か
ら
数
人
の

方
が
昆
布
養
殖
を
始
め
た
。
昆
布
は

海
中
の
窒
素
、
リ
ン
を
は
じ
め
問
題

に
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
多
岐
に
亘
る
利
用
方
法
が
あ
る
。

県
で
は
、
今
年
、
養
殖
業
者
へ
の
補

助
金
は
出
さ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
市

の
対
応
と
農
林
水
産
課
に
専
門
官
を

置
き
県
、
水
産
試
験
場
及
び
漁
業
者

と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
行
政
指
導
や

意
識
の
高
揚
と
研
究
開
発
を
啓
蒙
し

成
果
が
上
が
る
様
出
来
な
い
か
。

市
長

(1)
郡
川
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
８
月
、
県
に
お
い
て

郡
川
水
系
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、
同
年
11
月
に
国
の
事
業
認
可
を

得
て
い
る
。
河
川
維
持
用
水
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、
計
画
区
間
内
に
あ

る
19
カ
所
の
農
業
用
取
水
堰
の
統
合
、

改
修
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
方
向
で

あ
る
。
川
に
住
む
生
物
の
生
態
系
保

全
の
観
点
か
ら
、
魚
道
の
設
置
、
あ

る
い
は
植
生
護
岸
の
採
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
郡
川
河
口
の
、
い
わ
ゆ

る
扇
状
状
態
の
州
と
な
っ
て
い
る
堆

積
の
問
題
は
、
防
衛
庁
等
に
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
林
水
産
部
長

(2)
昆
布
栽
培
は
県
の

補
助
で
あ
る
が
、
17
年
度
は
補
助
は

な
く
、
特
に
考
え
て
い
な
い
。
産
業

の
身
近
な
指
導
機
関
と
し
て
、
長
崎

県
県
央
水
産
普
及
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
は
水
産
の
専

門
家
を
配
置
し
て
い
な
い
が
、
専
門

的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

に
相
談
し
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

対
応
は
十
分
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

今
年
の
９
月
末
日
で
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
に
な
る
の

で
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
サ
ン
ス
パ
迄
の

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
出
来

な
い
か
。
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財
政
再
建
へ
の
取
り
組
み
と

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

郡
川

総
合
開
発
事
業
に
つ
い
て




